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令和 2 年度  第 9 回理事会議事録  

 

開催日：令和 3 年 3 月 13 日（土） 

時間：10：00～12：08 

場所：Zoom による Web 会議 

出席：真田、松田、佐藤、竹川、狩野、大﨑、安部、藤原、池本、住ノ江、井関、

藤田、湊、菊口、千田、矢野、南、東塚監事、笠舞監事 

欠席者：綿貫、澁谷、森、中町参与 

理事 17 名の出席により会議は有効裡に開催された（現在の理事数 20 名）。 

なお、開催前に出席者の音声と映像が即時に他の出席者に伝わり、適時的確な意

見表明が互いにできる仕組みとなっていることを確認している。 

議事録署名人の選出：真田浩一、東塚監事、笠舞監事を選出した。 

議事録作成：南 

  

I. 会長報告（報告者：真田会長） 

【報告事項】 

1. 日臨技近畿支部関連 

なし 

2. 兵臨技関連   

1） 2 月 20 日（土）東播地区施設連絡者・責任者会議（Web）出席 

2） 2 月 28 日（日）精度管理報告会（Web）出席 

3） 3 月 4 日（木）学術部会（Web）出席 

4） 3 月 10 日（水）神戸阪神地区施設連絡者・責任者会議（Web）出席 

5） 3 月 13 日（土）精度管理調査検討会出席 

 

【審議事項】 

1． 次年度の理事会開催日について 

綿貫副会長が土曜日に日臨技の会議があるため、理事会の日程を日曜日に出

来ないか。 

→継続審議とする。再度、綿貫副会長と相談し、土曜日の午後や日曜日開催

も含めて日程調整する。また理事会の開催頻度についても今後検討する。 

2． Zoom について 

ウェビナー500 名 28 万円/年、ラージミーティング 500 名 12 万円/年、Zoom

以外でネクプロウェビナー2,000 名 57 万円/年などの契約があるが、今後研修

会などで活用するのにどの契約にするのがよいか。 

→いずれも年間契約で金額が大きいので、学会など必要な時期に月間のスポ

ット契約をするのはどうか。（竹川経理部長） 
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→継続審議とする。経理と学術部とで協議する。 

 

II. 日臨技報告 

【報告事項】 

なし 

 

【審議事項】 

なし 

 

III. 業務執行報告 

（報告者：松田副会長、佐藤副会長、南事務局長、竹川経理部長） 

業務執行理事による業務執行状況報告を行った。綿貫副会長は職務のため欠席。 

 

IV. 部局報告と審議 

＜事務局＞（報告者：南事務局長） 

【報告事項】  

1. 自民党兵庫県連より、令和 3 年度兵庫県予算編成に対する要望の回答と意見

交換会について 

→真田会長 Web 参加予定（3/19 16：00） 

2. 兵庫県理学療法士会より昨年度延期された学術大会の後援名義使用許可につ

いて 

→昨年に理事会承認されているので、会長承認で返答済み 

3. 令和 2 年度臨時総会議案書および開催案内について→HP に UP 済み（2/17） 

4. 日臨技より都道府県医学検査学会・都道府県研修会の開催状況調査について 

→真田会長より回答済み 

5. 日臨技より「新型コロナウイルス感染症（COVID-19）診療の手引き・第 4.2

版」の周知、および「大学等と自治体が連携した地域における検査体制の整備

等」について 

6. 愛知県臨床検査技師会より愛知県臨床検査標準化ガイドラインに対するパブ

リックコメントについて 

7. 日臨技より、「都道府県施設連絡責任者等へのタスクシフティング啓発推進事

業研修会」の日臨技役員招聘について 

8. 兵庫県健康財団より令和 3 年度「健康マイプラン実践講座」実施について、

および令和 3 年度健康ひょうご 21 県民運動地域実践活動助成金事業の実施に

ついて 

9. 日臨技より、1 月締め分の会費の送金、日臨技推進事業研修会、および臨床検

査技師に対するタスクシフティング業務啓発事業助成金について 

10. 日臨技より、「日臨技生涯教育研修制度」令和 2 年度事務処理について 



3 

 

11. 日臨技より、医療技術部門管理資格認定制度の受講について 

→HP に UP 済み（3/12） 

12. 日臨技より、入会申込書（写し）の送付廃止について 

13. 神戸常盤大学より学位記授与式および入学式について 

→卒業生・入学生および常盤大学専任教職員に限っての開催 

14. 日臨技より、臨床検査技師に対するタスクシフト/シェア並びに新型コロナウ

イルス感染症に対する検査体制の整備状況に関する調査依頼について 

→一斉メール送信 

15. 兵庫県医師会より第 19 回「JMAT]実務研修会（第 1 回避難所対応コース）開

催について→一斉メール送信および 3/20 の定期発送に同封する。 

16. 日臨技より、新型コロナウイルス感染症(COVID-19)病原体検査の指針、およ

び唾液検体の採取方法について 

17. 日臨技より、新型コロナウイルス感染症の研究用抗原キットに係る留意事項

について 

18. 第 16 回兵庫県がん診療連携協議会のオンライン開催について 

→真田会長 Web 出席予定 

19. 日臨技より、労働者派遣法施行令の改正について 

 

【審議事項】 

1. 令和 2 年度兵臨技功労賞・学術奨励賞選考委員会開催報告 

→功労賞に山中陽子会員、学術奨励賞に丸岡隼人会員を推薦 

→承認 

2. 事務員の北川さんが 3 月末で退職し 2 名体制になるため、事務所の負担減に

協力をお願いしたい。 

→承認 

 

＜総務部＞（報告者：池本総務部長） 

【報告事項】 

1. 会員数（月末集計） 

 

  会員数 

会員数内訳 年会費入金内訳 

継続 新規 
兵臨技 

のみ 

入金済 

（うち送金待） 
免除 未入金 

令和元年度 2296             

R2 年 12 月 2350 2185 165 176 2295（0） 28 27 

R3 年 1 月 2345 2173 172 177 2285（0） 34 26 

R3 年 2 月 2348 2172 176 177 2286（0） 36 26 
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【審議事項】 

1. 入会、退会 

1） 賛助会員入会：なし 

2） 賛助会員退会：なし 

3） 会員入会：12 月 5 名、1 月 9 名、 2 月 3 名 

4） 会員退会：12 月 4 名、1 月 14 名、2 月 1 名 

→承認 

2．臨時総会の現地参加者について 

会長、副会長など少人数での現地参加とし、理事に Web 参加を呼びかける。 

次年度からは、一般会員も Web で参加できる体制を検討する。 

 

＜経理部＞（報告者：竹川経理部長） 

【報告事項】 

1. 予算管理月報について 2 月末日 

2. G 表について 2 月末日 

3. 広告状況について 2 月末日 

 

【審議事項】 

1. 事務所で預かっている交通費等について 

少額の振込みは現実的ではないので、事務所預かりでよいか。 

→承認。事務所に立ち寄る機会があれば受け取る。 

2. 会員への入会金の返却について 

音信不通の会員への対応をどうするか。 

→事務所に一任、会員から連絡があり次第の返金でよいか。 

→承認 

 

  
施設数 会員数 

R2 年 12 月 R3 年 1 月 R3 年 2 月 R2 年 12 月 R3 年 1 月 R3 年 2 月 

神戸地区 127 128 128 912  907  911 ↑ 

阪神地区 66 66 66 492  491  489 ↓ 

丹担地区 14 14 14 99   98   99  ↑ 

東播地区 50 50 50 439   438   439 ↑ 

西播地区 46 46 46 392   393   392 ↓ 

その他 
  

 16   18   18 

合計 303 304 304 2350  2345  2348↑ 
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＜渉外部＞（報告者：安部渉外部長） 

【報告事項】 

1. コロナウイルス禍、会員施設状況把握アンケートについて 

1） 検査室長（検査室責任者）宛アンケート結果報告（55 施設） 

2） 臨床検査技師個人向けアンケート結果報告（回答数 311 名） 

→アンケート結果については、理事で情報を共有する。ただし部外秘とする。 

2. 第 19 回 JMAT 兵庫実務研修会（第 1 回避難所コース）開催について 

3 月 14 日（日）於：兵庫県医師会館 

当会会員より 4 名の参加予定 

（参考）薬剤師受講 7 名、薬剤師会役員見学 1 名、JRAT（リハビリ

系）6 名受講 

 

【審議事項】 

なし 

 

＜組織部＞（報告者：大﨑組織部長、菊口理事、井関理事） 

【報告事項】 

1. 令和 2 年度 東播地区施設責任者・連絡者会議（Zoom） 

令和 3 年 2 月 20 日（土）10:00～10:40 

会議録（資料 07-01），報告書（資料 07-02） 

2. 第 15 回丹但地区学術組織合同研修会（Zoom） 

令和 3 年 2 月 27 日（土）13:30～15:40 

報告書（資料 07-03） 

3. 令和 2 年度 第 2 回丹但地区 地区会議（Zoom） 

令和 3 年 2 月 27 日（土）16:00～17:00 

会議録（資料 07-04）  

 

【審議事項】 

1. 令和 3 年度 第 38 回西播地区研究発表会（ハイブリッド形式） 

令和 3 年 7 月 25 日（日）10:00～13:00 

事業計画書（資料 07-05） 

集会形式は感染対策を徹底した上で、参加者は収容人数の 30％で行う。 

→承認 

・組織や学術の研修会などで他府県の会員の参加に違和感を覚える。兵臨技

会員からクレームがでるのではないか。（住ノ江広報部長） 

→JMTIS 登録で兵庫県会員のみの参加にも設定できるが、定員に満たない

ので他府県の会員にも参加を許可している。定員に達する場合には、個別
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に対応する必要があると考える。（竹川経理部長） 

→学術では日臨技助成金を受けるのに他府県の会員の参加も認めている。

（藤原学術部長） 

→100 名を超える参加者に対応するためにウェビナー契約の検討も行って

いる。次年度の県学会に向けても検討の必要がある。（真田会長） 

2. 第 41 回丹但地区研究発表会 

令和 3 年 6 月 27 日（日）10:00～12:00 

事業計画書（資料 07-07） 

集会形式と Web 形式のハイブリッド形式で行う。 

→承認 

・費用のことなどを考慮すると集会形式か Web 形式が望ましいが、西播・丹

但地区の研修会をモデルケースとしてハイブリッド形式で行い、問題点を

洗い出し今後の方向性を決めていく。（真田会長） 

・オンデマンド配信についてはメリットもあるが、個人情報の取扱いに関し

ては十分配慮が必要であるので慎重に行うべき。（松田副会長・大﨑組織

部長） 

→個人情報の取扱いに関しての研修会をしてはどうか（大﨑組織部長・安

部渉外部長） 

→学術部と組織部を中心に個人情報の取扱いに関して兵臨技として検討す

る必要がある。（真田会長） 

・Web 研修会での個人情報の取扱いに関しては十分配慮していただくように

発表者にアナウンスする。可能な限り、事前に役員で内容をチェックする。

（大﨑組織部長） 

・本来であれば、受益者負担の原則で研修会の参加費を徴集すべきなので、

次年度中には参加費の徴収方法を決める必要がある。（松田副会長） 

→会長・三役に一任。後日報告する。 

3. 功労賞・学術奨励賞選考審査委員会委員について（神戸地区） 

簑輪会員の後任について 

→松田副会長に候補者を挙げてもらう。 

 

＜広報部＞（報告者：住ノ江広報部長） 

【報告事項】 

1. ホームページ（HP）への新規および更新掲載 

・お知らせ（トップページの作成、追加） 

・研究班のページ修正 

・お知らせの掲載 

・会員施設の修正の補助 
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など 

2. 広報会議 

・開催なし 

3. HP 作業時間 

住ノ江：3 時間 

新田：3 時間 

渡邊：1 時間 

4. HYOGO ニュースの広告掲載について 

来年度の HYOGO ニュース広告は既に埋まっており、今後は HP バナー広告

（3 万円/年）を進める。現在、シーメンスからの依頼は、HP のバナー広告を

勧めている。 

5. 行事予定表の紙媒体での配布希望者について 

現在の配布希望施設は、1 施設（明石市民病院）であったが、確認したところ

不要となった。よって 4 月号以降の行事予定の紙媒体での配布は行わず、今

後の会員の希望により対応を考慮する。HYOGO ニュースには、行事予定表の

QR コードを印刷し、リアルタイムな情報にアクセス出来るようにしている。 

 

【審議事項】 

1． HYOGO ニュースへの求人広告の掲載について 

HP での求人運用が適切に行われており、HYOGO ニュース（希望の方のみ）

での掲載を不要としたい。HP 掲載 14 件（2/9～3/10） 

→承認 

→当面は、行事予定表や HYOGO ニュースの運用変更点についての案内を定

期発送に入れ、会員に啓蒙する。（真田会長） 

 

 ＜学術部＞（報告者：藤原学術部長、真田会長） 

【報告事項】 

1. 第 9 回学術部会（Web 形式）開催 

今年度の研修会開催内容について話し合いを行い、問題点や開催時に気が付

いた内容、次年度に向けた企画や開催方法などについて方向性を決めた。  

2. 学術奨励賞と兵庫県健康財団会長表彰候補者について 

学術奨励賞は丸岡班長、兵庫県健康財団会長表彰には山本剛会員を推薦する。

学術奨励賞については 3 月 9 日の選考委員会で承認済み。 

兵庫県健康財団会長表彰については書類を 3 月 10 日に提出した。 

 

【審議事項】 

1. 毎月の行事予定表が発行されなくなることで、HP を見る以外に方法がなく、
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うまく伝わらない可能性があるのではないか。 

・学術の研修会の予定については、毎月 20 日頃に送信する技師会の案内とは

別に、毎月初めに送信する方向で次年度実施してみたいがどうか。 

→承認 

→メールの件名に“学術の研修会”と分かりやすく表示してもらう。（真田

会長） 

2. 学術奨励賞の選考について、客観的評価のためには学会発表や論文、著書な

どをまとめた書類の提出が必要ではないか。 

→履歴書だけでなく、決まった形式の学術業績一覧を添付してもらうことで

承認された。 

 

＜精度管理事業部＞（報告者：狩野精度管理事業部長） 

【報告事項】 

1. 令和 2 年度（第 40 回）兵臨技精度管理調査について 

1） 精度管理解析集は兵臨技事務所に 150 部、医師会に 30 部納品され、参加

施設に発送した。（R3.2.26） 

2） JAMTQC の施設評価書は 3 月 1 日、統括評価表は 3 月 5 日に開示した。 

3） 兵臨技 HP に解析集の簡易版、2 月 28 日開催の精度管理合同報告会の資

料を掲載した。 

4） 令和 2 年度の精度管理調査の結果概要：表参照 

C 評価総件数：令和元年：278 件⇒令和 2 年は 161 件 

C 評価の平均比率：令和 1.62％⇒1.40％ 

令和 2 年度は令和元年度に比べ C 評価の件数が減少したが、血液ガスと

微生物フォトで C 評価が増加した。 
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5） サポート対応状況 

対応総件数 73 件、是正完了 70 件、是正対応中 2 件（化学）、対応継続が

必要 1 件（輸血） 

 

【審議事項】 

なし 

 

＜公益事業部＞（報告者：澁谷公益事業部長） 

【報告事項】 

なし 

 

【審議事項】 

なし 

 

 

 

 

 

 

 

●次回理事会 

令和 3 年度 第 1 回理事会（Web 開催） 日程調整して、後日報告する。 

 

●令和 2 年度 臨時総会     令和 3 年 3 月 20 日（土）13：00～ 

●令和 3 年度 定時総会     令和 3 年 6 月 12 日（土） 
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この議事録が正確であることを証するため、議長並びに議事録署名人が 

署名捺印する。 

  

議    長                   印 

 

議事録署名人                   印 

 

議事録署名人                   印 
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令和 2 年度  第 9 回理事会  資料  

資料 07-01① 
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資料 07-01② 
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資料 07-01③ 
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資料 07-02 
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資料 07-03 
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資料 07-04 
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資料 07-05 
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資料 07-07 


